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答

今
回
設
置
し
て
い
る
ハ

※
　

ン
プ
や

ポ
ー
ル
は
、
実
証
実
験
の
た
め
レ
ン
タ

ル
に
よ
り
設
置
し
た
も
の
で
、
実
験
後

に
は
撤
去
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
、

新
た
な
地
区
に
お
い
て
も
、
大
津
野
小

学
校
地
区
で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、

交
通
安
全
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
内
全
域
の
通
学
路
安
全
対
策
事
業
を

実
施
す
る

際
に
も
参

考
に
し
な

が
ら
取
り

組
む
。

通
学
路
の
安
全
向
上
に
向
け
た

実
証
実
験
後
の
交
通
安
全
対
策
は

問

大
津
野
小
学
校
地
区
の
市
道

で
通
行
車
両
の
速
度
を
抑
制
し
、
児

童
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
す

る
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
実
証
実
験
の
結
果
が
有
効
の
場
合

市
全
体
の
交
通
安
全
対
策
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

大
塚　
忠
司

新
政
ク
ラ
ブ

（
70
分
）

高
木　
武
志

日
本
共
産
党

（
73
分
）

福
山
北
産
業
団
地
第
Ⅱ
期
事
業
は

問

市
長
は
、
２
０
２
３
年
の
分

譲
開
始
の
予
定
で
、
総
事
業
費
約

75
億
円
の
福
山
北
産
業
団
地
第
Ⅱ
期

事
業
を
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
は
景
気

が
鈍
化
す
る
と
も
言
わ
れ
、
分
譲
見

込
み
に
大
き
な
不
安
が
あ
る
。
ま
た

市
内
で
も
分
譲
中
の
団
地
が
あ
る
中

答

福
山
北
産
業
団
地
は
、
労
働
力

の
確
保
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
か

ら
立
地
に
優
位
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

本
事
業
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

を
見
据
え
企
業
が
立
地
す
る
こ
と
で
雇

用
機
会
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の

で
、
本
市
が
持
続
的
発
展
を
遂
げ
る
た

め
の
重
要
か
つ
喫
緊
の
施
策
と
考
え
る
。

関
係
市
町
と
の
調
整
も
で
き
て
お
ら

ず
、
さ
ら
な
る
自
治
体
間
競
争
に
拍

車
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
本
市
の
市
債
増
高
を
招
く
当
事

業
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
次
期
出
水
期
ま
で
の
取
り
組
み
と
し

て
本
市
は
、
内
水
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
雨
水
貯

留
施
設
の
堆
積
土
除
去
や
流
出
抑
制
施

設
の
設
置
に
取
り
組
む
。
県
は
、
春
日

池
へ
水
位
計
を
、
手
城
川
中
流
部
へ
監

視
カ
メ
ラ
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
河
川

状
況
の
監
視
体
制
を
強
化
す
る
。
県
と

市
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
す

る
雨
水
貯
留
施
設
や
た
め
池
の
低
水
位

管
理
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
中
長
期
的
な
取
り
組
み
方
針

と
し
て
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
等
、
よ

り
効
果
的
な
浸
水
対
策
を
検
討
す
る
。

川
﨑　
卓
志

市
民
連
合

（
70
分
）

手
城
川
流
域
の
浸
水
対
策
は

答

こ
れ
ま
で
の
対
策
会
議
で
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
の
浸
水
対
策
を
検
討
し
た

結
果
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
新

た
な
取
り
組
み
を
次
期
出
水
期
ま
で
の

対
策
と
中
長
期
的
な
取
り
組
み
方
針
に

整
理
し
、
県
、
市
、
土
地
改
良
区
が
連

問

手
城
川
流
域
浸
水
対
策
会
議

の
結
果
と
対
策
の
具
体
内
容
は
。

西
本　
　
章

市
民
連
合

（
75
分
）

手
話
言
語
条
例
の
制
定
は

答

過
去
に
は
、手
話
は
「
手
ま
ね
」

と
言
わ
れ
た
り
「
ろ
う
学
校
」
で
も
手

話
を
使
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
時

代
も
あ
り
、
ろ
う
者
の
方
が
歩
ん
で
こ

ら
れ
た
過
去
に
思
い
を
致
し
、
手
話
が

問

こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
手
話
言
語

条
例
案
に
「
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
」
と

表
現
し
た
思
い
と
条
例
案
の
特
徴
は
。

心
と
心
を
つ
な
げ
、
共
生
社
会
を
実
現

し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

　
条
例
案
の
特
徴
は
、
思
い
や
り
、
優

し
さ
、
助
け
合
い
の
心
「
ロ
ー
ズ
マ
イ

ン
ド
」
を
も
っ
て
、
手
話
へ
の
理
解
を

広
め
、
共
生
す
る
地
域
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
こ
と
を
前
文
に
う
た
っ
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
市
が
推
進
す
る
施
策
と

し
て
、
ろ
う
者
の
方
々
の
強
い
願
い
で

あ
る
学
校
教
育
に
お
け
る
手
話
の
取
り

組
み
と
災
害
時
に

お
け
る
情
報
提
供

な
ど
の
対
応
を
掲

げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

実証実験のため設置された
ハンプとポール

※ハンプ： 自動車を減速させて歩行者や自転車の安全な通行の確保を目的として、道路を凸型に舗装し、通過する車両を一
時的に押し上げるもので、事前にこれを見たドライバーが速度を落とすことを狙っている。


